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1．小学校外国語活動の実態（全国）   
英語活動の必修化に向けての実施状況について全国規模の調査が行われてきた。本稿では  
文部科学省と民間機関が行った移行期の調査を2例紹介する。  




ても思う」「まあまあ思う」との回答結果を得た。   
一方、3．7％の学校（8校）で「あまり思わない」との回答があり、その具体的内容とし  
ては、小学校教員の英韓力や指導力の向上、教員間や外国語指導助手（M）などとの打ち合  










当している教員、外国語活動の児童への評価、保護者の反応、教員研修についてである。   
結果は、5、6年生では年間23～35時間を実施している学校は84％で、必修化にむけて  
一 25 －   
山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所 第39号  
スムーズに英語活動が導入できるとしている。指導環境についてはAIJの訪問頻度も充分で  
あり、教材・指導計画等についても半数以上が整っていると分析している。また「英語ノー  




している。   
分析結果としては、小学校での外国語活動導入において7割が良い影響があるとしている。  
また、今後の課題として、小・中学校間の接続の問題、そして英語に「慣れ親しむ」だけな  






















ト調査を行った。   







望、市販の図書・教材・副教材の購入希望、についてであった。   
2）授業参観  
－ 26 －   




ぞれ参観した。   






3．集計結果   
予備調査を経て市内18小学校と8中学校へのアンケート調査を行った。小学校には音声  
指導についての調査（参照Appendixl）、そして中学校には今後の課題となる小申達携とい  
う観点から「小学校英語」への対応についての調査（参照Appendix2）である。   













低中学年別に時間数を変えている学校がある。   
2）特別教室（EnglishRoom）の設置  
「EnglishRoom」などの特別教室については4校が現在設置しており、3校が検討中、3  
校はその予定はないと回答している。   
特別教室の工夫については、関連図書や参考書の設置や収集した教材資料の保管をしてい  
る。季節に応じた掲示物をするなどの学校もある。またプロジェクターやスクリーンなどを  
常設して英語活動をおこなっている学校もある。   
3）校内放送   
英語活動に関する校内放送を行っているのは5校で検討中の学校も2校ある。3校はその  
予定はないと回答している。   
校内放送の内容についは、その時間帯は昼の校内放送で給食時を利用している。その時間  
は5分程度である。児童が興味を示した内容は、季節の話題、英語の歌やクイズ、学校にや  
ってくるALTへのインタビュー、外囲文化の紹介、身の回りの出来事等の紹介である。   
4）読み聞かせ  
－ 27 －   






絵本：月おg、乃JJ等の具体名の回答もあった。   
3．2 中学校での取り組みについての集計結果   
中学校教員の「小学校英語」への関心について、特に小学校で英括を学んだ児童が中学校  
で英語を学ぶ場合に学校単位でどのような取り組みをしているのか、また今後どのような計  
画を立てているのかを調査した。   
中学校へのアンケート調査も学校単位で回答してもらった。内容は、1）中学校での「小  
学校英帯」への対策、2）中学校英語教員の「小学校英括活動」の現状把握、3）生徒の実態  
についての3項目である。   
1）中学校での「小学校英語」への対策   
小学校英請に対して中学校で組織的な取り組みを行っているかの有無については8校すべ  
ての学校で行っていないという結果となった。また、今後について、その予定があるのは1  
校のみで予定なしは2校、検討中または「わからない」が5校であった。   
現在のところ小学校での英静活動に対する特別な取り組みは中学校単位では行われていな  
いが、アンケート回答者からは多くのコメントがあった。   





要：学習内容（入学時のレディネス）、出張授業、学習方法へのアドバイスが必要。   




は全中学校（8校）でその必要があると回答している。   
一方、「英語ノート」の内容を把握し中学校での英語の授業を各教員が行っているかとの  
質問では、行う予定が1校のみで、その他の7校は小学校英諦の内容を踏まえた授業はまだ  
行っていない。   
また、「英帯ノート」を中学校の教員が見たことがあると回答したのは5校で、見たこと  
がないのは2校であった。小学校での英語活動と中学校の英語科の授業での橋渡し的取り組  
みの具体例としては、コミュニケーション活動が有効であるとの回答があった。   






－ 28 －   
北山：小学校英語活動における実施状況の調査報告  
4．考察：今後の課題と問題点   
英静活動の必修化を控えさまざまな取り組みと整備が行われてきた。ここでは教材、指導  
者、カリキュラムについて現状の問題点と今後の動向を考察する。   
1）教材   
平成20年に告知された小学校学習指導要領では平成23年度から小学校での5、6年生の  
外国語活動が導入されることになった。小学校での英韓活動は教科ではないので教科書はな  
い。文部科学省は共通教材として副教材の『英詩ノート1・2』を作成した。   




うというものであった。   
しかし、小学校外国語活動の教材整備事業での「新たな外国簿活動教材の整備」（「英語ノ  




進が今後行われる。   





が中心となり多くの外国語指導助手が指導にあたってきた。   
文部科学省の調査によると平成22年4月現在の各市町村別でのJETプログラムによるAIJ  
の活用は全外国人補助教員の46％となっている6。一方、残りの約54％の市町村ではJETプ  















雇用問題の件で研修会が中止になったことはまことに残念である。   
3）カリキュラム  
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うち22年度は0時間のクラスが6クラスあった。   
4年生以下の英語活動の位置づけは、英語活動必修化の低学年化を含め今後の大きな課題  
である。現場での混乱をさけるための各自治体や学校現場での裁量が問われる時期である。  
（2）評価：「言語や文化に関する気付き」   
学習指導要領の改訂にともない英語活動の評価について指針が示された8。小学校での外  
国語活動の記録は、評価の観点に照らして、文章で記述することとなった。   















例も掲載されている。   
特に、評価の観点の考え方としては「中・高等学校における外国語科との連続性に配慮し  




－ 30 －   
北山：小学校英語活動における実施状況の調査報告  
おわりに   
報告者は平成12年の岐阜県の生津小学校の授業参観から10年以上小学校英語の取り組み  
を見てきた。小学校英語はマスコミでも当時は大きく取り扱われ、英語公用語論を含む小学  








黒板の廃止となっている。   
さまざまなアンケート調査で、児童が文字を知りたがる等の結果を出していることから、  
今後の「小学校英語教育」の姿が徐々に見えてきている。小学5年生が英語を勉強し始めれ  






内容となるだろう。また、低、中学年の扱いはそれ以前に問題となるだろう。   
言語習得という観点から考えてみると学習者の発達段階を考慮した指導内容にしなくては  
ならない。小学校での英語教育は体育などの実技科目に近いと筆者は考えている。児童の発  
達、特に認知の面を考慮した指導内容であってはしい。   
特に臨界期前にある児童への言語学習には理論的背景をもつ指導内容、カリキュラムが必  
要である。音声の認識という観点からはやはり rかたまり」（Chunk）を重視した指導が必  
要で、文、句、単語、音節、音素の順番に児童が英語の「音」を認識できるような工夫が大  
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例：小学校での英諸活動に興味がありますか。匝司 いいえ   
1．「英語ノート」を教える以外に学校独自の取り組みがありますか？  
取り組んでいる  検討中  予定はない  
2．「EnglishRoom」などの特別教室はありますか？  
ある  検討中  予定はない  
2．1［亘司場合どのような工夫をしていますか教えてください？（例：掲示物）  
（  ）  
3．（英語活動に関する）校内放送を行っていますか？  
行っている  検討中  予定はない  
3．1 校内放送を  行っている  場合その内容を教えてください。  
・時間帯は？（  ）  
・児童が興味を示した内容は何ですか？  
（  ）  
4．「読み聞かせ」を行っていますか？  
行っている  検討中 予定はない  
4．1「読み聞かせ」を  行っている  場合、児童に人気のある内容は何ですか？  
（  ）  
5．学校独自の「カリキュラム」等ありますか？  
ある  検討中  予定はない  
5・1・学校独自のカリキュラムが［亘司場合、その内容を簡単に紹介してください。  
（  ）  







例：小学校での英語活動に興味がありますか。［堅］ いいえ  
中学校での「／小学校英語」への対策について   
1・「小学校英語」に対して中学校で「組織として」取り組みを何か行っていますか？  
はい  いいえ  
1・1［垂］の場合：主にどの組織で行っていますか？  
その分掌または組織名：（  ）  
1・2［亘三亘亘］の場合：今後行う予定はありますか？  
ある  ない  わからない  
2・「小学校英語」への組織的な対応について何かコメント、必要と思われる対応がありま  
したら簡単にお書きください。  例：小中での連携の必要性がある  
中学校英語教員の「小学校英語活動」の現状把握について   
3t「小学校英語活動」はどのような内容か英括担当教員は把握していると思いますか？  
はい  いいえ  
4・「小学校英語活動」の内容を英語担当教員は把握する必要があると思いますか？  
ある  ない  
5．今後「英語ノート」の内容を把握した授業を各教員が行っていますか？  
行っている  行う予定  行っていない  わからない  
6．「英語ノート」を英語担当教員はこれまで見る機会がありましたか？  






はい：（ ）校  いいえ  
8・1［亘司の場合、英語に関して小学校の格差を教員団は感じていますか？  
感じている  話題にならない  
感じている  の場合、具体的な内容を教えてください。  8．2  
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